
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
受
領

答

弁

第

二

〇

七

号

内
閣
衆
質
一
九
〇
第
二
〇
七
号

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
横
畠
内
閣
法
制
局
長
官
の
答
弁
と
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
と
の
整
合
性
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
横
畠
内
閣
法
制
局
長
官
の
答
弁
と
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
と
の
整
合
性
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
い
わ
ゆ
る
非
核
三
原
則
に
よ
り
、
憲
法
上
は
保
有
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
め
て
政
策
上

の
方
針
と
し
て
一
切
の
核
兵
器
を
保
有
し
な
い
と
い
う
原
則
を
堅
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法

律
第
百
八
十
六
号
）
に
お
い
て
、
原
子
力
利
用
は
平
和
の
目
的
に
限
り
行
う
旨
が
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
我
が
国
は
、
核
兵

器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
（
昭
和
五
十
一
年
条
約
第
六
号
）
上
の
非
核
兵
器
国
と
し
て
、
核
兵
器
等
の
受
領
、
製
造
等
を

行
わ
な
い
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
我
が
国
は
一
切
の
核
兵
器
を
保
有
し
得
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
従
来
か
ら
、
政
府
は
、
憲
法
第
九
条
と
核
兵
器
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
純
法
理
的
な
問
題
と
し
て
、
我
が
国

に
は
固
有
の
自
衛
権
が
あ
り
、
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
憲
法
第
九
条
第
二
項
に
よ
っ

て
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
核
兵
器
で
あ
っ
て
も
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
限
度
に
と
ど
ま
る
も
の

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
憲
法
の
禁
止
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
他
方
、
右
の
限
度
を

超
え
る
核
兵
器
の
保
有
は
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
核
兵
器
の
使
用
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
と
解

一



し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
横
畠
内
閣
法
制
局
長
官
の
答
弁

も
こ
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
我
が
国
が
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
を
遵
守
し
、
こ
れ
に
違
反
す
る
こ
と

が
な
い
こ
と
は
、
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二


